
 

 

 

 

 

」 

    

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 

 

お
待
た
せ
を
致
し
ま
し

た
。 

一
か
月
半
ぶ
り
の
宮
司
プ
レ
ス
百
九
十
二
号

の
発
行
で
す
。 

令
和
元
年
十
一
月
か
ら
継
続
し
て

い
た
毎
月
発
行
も
途
絶
え
、
さ
ら
に
、
遅
れ
の
累
積

も
一
つ
増
や
し
て
六
か
月
と
な
り
ま
し
た
。 

な
ぜ

に
、
先
月
発
行
が
叶
わ
な
か
っ
た
の
か
。 
そ
れ
は
、

今
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
一
年
前
、
自
宅
玄
関
の
縁
石

（
え
ん
せ
き
）
に
躓
（
つ
ま
づ
）
き
、
転
倒
、
あ
ろ

う
こ
と
か
、
左
膝
の
骸
骨
（
が
い
こ
つ
）
骨
折
、
い

わ
ゆ
る
、
半
月
板
を
縦
横
（
た
て
よ
こ
）
に
割
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。 

全
身
麻
酔
（
ぜ
ん
し
ん
ま
す
い
）

の
手
術
の
後
、
二
十
七
日
間
の
リ
ハ
ビ
リ
を
兼
ね
た

入
院
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。 

命
が
け
で
、

リ
ハ
ビ
リ
を
さ
せ
て
頂
き
、
今
年
の
一
月
に
は
、
正

座
が
で
き
る
よ
う
に
回
復
し
ま
し
た
。 

実
は
、
先

月
の
二
十
五
日
か
ら
、
健
康
を
取
り
戻
し
た
膝
に
、

不
要
と
な
っ
た
「
ボ
ル
ト
」
の
類
（
た
ぐ
い
）
を
取

り
除
く
手
術
、「
抜
鋲
（
ば
つ
び
ょ
う
）」
で
再
入
院

と
な
り
、
六
日
間
の
入
院
加
療
と
い
う
こ
と
で
、
発

行
の
機
会
を
逸
（
い
っ
）
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の

が
、
大
き
な
要
因
の
一
つ
で
す
。 

松
下
電
器
の
創

設
者
で
あ
る
、
松
下
幸
之
助
さ
ん
は
、「
う
ま
く
い
っ 

     

た
と
き
は
、
お
か
げ
様
。 

失
敗
や
、
上
手
く
い
か

な
か
っ
た
時
は
、
身
か
ら
出
た
さ
び
。」
と
諭
（
さ
と
）

さ
れ
ま
し
た
。 

二
度
に
わ
た
る
手
術
、
入
院
闘
病

生
活
、
発
行
の
遅
延
（
ち
え
ん
）
も
、
全
て
、「
身
か

ら
出
た
さ
び
」
な
の
で
あ
り
ま
し
て
、
猛
省
す
る
こ

と
し
き
り
で
あ
り
ま
す
。 

私
は
、
そ
の
二
度
に
渡

る
通
算
三
十
三
日
間
の
入
院
生
活
の
中
で
、
実
感
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

そ
れ
は
、
昨
年
十
二
月
発

行
の
宮
司
プ
レ
ス
百
八
十
一
号
に
詳
述
（
し
ょ
う
じ

ゅ
つ
）
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、「
幸
せ
」
は
、

三
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

一
つ
は
、「
し
て
も

ら
う
幸
せ
」、
も
う
一
つ
は
、「
出
来
る
幸
せ
」、
さ
ら

に
、「
し
て
あ
げ
る
幸
せ
」
の
三
つ
で
す
。 

家
族
や

職
員
さ
ん
、
病
院
関
係
者
の
方
々
の
お
か
げ
で
、
完

治
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

「
し
て
も
ら
う
幸

せ
」
の
な
に
も
の
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
、
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。 
さ
ら
に
、「
で
き
る
喜

び
」
を
か
み
し
め
な
が
ら
、
リ
ハ
ビ
リ
を
続
け
ま
し

た
。 

前
述
（
ぜ
ん
じ
ゅ
つ
）
の
と
お
り
、
今
年
一

月
十
一
日
の
六
連
島
八
幡
宮
歳
旦
祭
に
は
、
正
座
で

祭
典
を
御
奉
仕
す
る
こ
と
が
叶
い
、「
で
き
る
幸
せ
」

で
、
満
た
さ
れ
た
の
で
す
。 

退
院
後
は
、
恩
返
し
、

「
し
て
あ
げ
る
幸
せ
」
の
日
々
を
送
る
こ
と
を
誓
い
、

励
行
（
れ
い
こ
う
）
を
心
が
け
る
日
々
で
あ
り
ま
す
。 

 

◇
私
た
ち
は
、
自
分
に
と
っ
て
都
合
の
良
い
も
の
は

「
よ
い
出
来
事
」、
都
合
の
悪
い
も
の
は
「
悪
い
出
来

事
」
と
、
自
分
の
秤
（
は
か
り
）
に
か
け
て
判
断
し

が
ち
で
す
。 

「
損
か
得
か
」
と
い
う
人
間
の
も
の

さ
し
で
判
断
し
て
し
ま
う
の
で
す
。 

「
産
土
百
首

（
う
ぶ
す
な
ひ
ゃ
く
し
ゅ
）」
を
著
作
（
ち
ょ
さ
く
）

さ
れ
た
本
田
親
徳
（
ほ
ん
だ 

ち
か
あ
つ
）
と
い
う

江
戸
時
代
の
神
道
家
（
し
ん
と
う
か
）
は
、 

「
音
に
聞
き 

眼
に
み
え
る
も
の 

こ
と
ご
と
に 

 

産
土
神
（
う
ぶ
す
な
が
み
）
の 

御
身
（
み
み
）

に
こ
そ
あ
れ
」 

と
詠
（
よ
）
ま
れ
て
い
ま
す
。 

今
、
目
の
前
に
起
こ
る
す
べ
て
の
出
来
事
は
、
神
様 

の
お
力
に
よ
る
も
の
だ
と
、
恐
れ
敬
い
、
謙
虚
に
受 

け
止
め
て
、
向
き
合
う
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な
い 

で
し
ょ
う
か
。 

人
生
で
意
味
の
な
い
出
来
事
は
、 

一
つ
と
し
て
な
い
の
で
す
。 

し
か
も
、
い
い
出
来 

事
は
、
日
々
の
暮
ら
し
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
り
ま
す 

し
、
悪
い
出
来
事
は
成
長
の
糧
（
か
て
）
と
な
り
え 

ま
す
。 

「
起
き
て
く
る
も
の
は
す
べ
て
よ
し
」
と
、 

「
嘘
か
誠
か
」、「「
正
義
か
邪
悪
（
じ
ゃ
あ
く
）
か
」 

と
い
う
神
様
の
も
の
さ
し
で
、
向
き
合
え
ば
、
神
社 

神
道
の
信
仰
の
柱
で
あ
る
、「
前
向
き
に
人
生
を
楽 

し
む
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
つ
な
が
る
よ
う
な
気
が
し 

ま
す
。 

私
が
、
二
度
の
入
院
生
活
で
、「
三
つ
の
幸 

せ
」
を
実
感
し
た
よ
う
に
。 

御
自
愛
を
祈
り
ま
す
。 
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◇
九
、
十
月
の
祭
典
行
事
報
告 

 

 
▼
月
次
祭 

＊
九
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
貴
布
禰
神
社
月
次
祭 

＊
九
月
一
日 

 

▼
若
宮
神
社
例
祭 

＊
九
月
十
日 

 

▼
朝
粥
会 
＊
九
月
二
十
一
日 

 

▼
貴
布
祢
神
社
例
祭 
＊
九
月
二
十
三
日 

 

▼
秋
季
祖
霊
祭 

＊
九
月
二
十
三
日 

 
 

※
家
の
宗
旨
が
神
道
の
方
の
合
同
の
霊
祭
り 

 

▼
月
次
祭 

＊
十
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
貴
布
禰
神
社
月
次
祭 

＊
十
月
一
日 

 

▼
六
連
島
八
幡
宮
例
祭 

＊
十
月
四
日
～
五
日 

 
 

※
戸
別
祓
、
前
夜
祭
、
湯
立
神
事 

＊
十
月
四
日 

 
 

※
本
殿
祭
、
御
神
幸
祭 

＊
十
月
五
日 

 

▼
舞
子
島
八
幡
宮
例
祭 

＊
十
月
十
三
日 

 

▼
田
の
首
八
幡
宮
例
齋 

 
 

※
前
夜
祭 

＊
十
月
十
五
日 

 
 

※
本
殿
祭
、
御
神
幸
祭 

＊
十
月
十
六
日 

 

▼
朝
粥
会 

＊
十
月
二
十
一
日 

 

▼
秋
季
例
大
祭 

 
 

※
前
夜
祭 

＊
十
月
二
十
一
日 

 
 

※
本
殿
祭 

＊
十
月
二
十
二
日 

 
 

※
御
神
幸
祭
、
無
形
民
俗
文
化
財
サ
イ
上
り
神
事 

 
 
 

＊
十
月
二
十
三
日 

◇
九
、
十
月
の
宮
司
動
静
報
告 

▼
彦
島
八
幡
宮
関
係
団
体 

 

◆
早
起
会
役
員
会 

＊
九
月
三
日 

 

◆
行
事
委
員
会 

＊
十
月
三
日 

 

◆
責
任
役
員
小
熊
坂
氏
葬
儀
参
列 

 
 

＊
十
月
九
日
～
十
日 

◆
行
事
委
員
会
注
連
縄
稲
わ
ら
作
業 

 

＊
十
月
十
四
日 

◆
敬
神
婦
人
会
除
草
作
業 

 

＊
十
月
十
六
日 

◆
サ
イ
上
り
神
事
神
役
協
議
会
獅
子
人
（
し
し

う
ど
、
と
び
ん
こ
）
練
習
会 

＊
十
月
十
九
日 

 

◆
秋
季
例
祭
企
画
室
会
議
奉
仕
者
説
明
会 

 

＊
十
月
十
九
日 

◆
維
蘇
志
会
臨
時
役
員
会 

＊
十
月
二
十
三
日 

 

▼
山
口
県
神
社
庁
関
係 

 
 

◆
神
職
養
成
講
習
会
「
権
正
階
」「
神
社
神
道
概
説 

 
 

 
 
 

Ⅰ
」
講
義 

※
一
コ
マ
五
十
分
十
六
コ
マ 

 
 
 

＊
九
月
一
日
～
二
日
、
九
月
四
日
、
九
月
十
日 

 
 

◆
阿
萩
支
部
神
社
総
代
会
へ
庁
長
代
理
出
席
、
総

会
後
に
講
演 

 
 
 

＊
九
月
七
日 

 
 

◆
中
国
地
区
教
化
会
議
（
岡
山
市
に
て
開
催
） 

 
 
 

＊
九
月
八
日 

 
 

◆
山
口
県
氏
子
青
年
連
合
会
役
員
会 

 

＊
九
月
十
日 

 
 

◆
山
口
県
神
社
庁
教
化
代
表
者
会
議 

 

＊
九
月
十
二
日 

 
 

◆
神
職
養
成
講
習
会
成
績
判
定
会
議 

 
 
 

＊
九
月
十
二
日 

 
 

◆
全
国
教
学
研
究
大
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
） 

 
 
 

＊
九
月
十
三
日 

 
 

◆
下
関
市
敬
神
婦
人
会
茶
話
会 

＊
九
月
十
五
日
（
当
宮
引
受
開
催
） 

◆
山
口
県
神
社
庁
教
化
委
員
会
、
神
宮
大
麻
増

頒
布
推
進
委
員
会
、
役
員
会 

＊
九
月
二
十
一
日 

 
 

◆
中
堅
神
職
研
修
会
（
丙
）
参
加 

 
 
 

＊
九
月
二
十
六
日
～
三
十
日 

 
 
 
 

※
神
宮
道
場
に
て
開
催 

◆
山
口
県
神
社
関
係
者
大
会 

＊
十
月
三
日 

◆
赤
間
神
宮
大
司
権
禰
宜
葬
儀
参
列 

＊
十
月
三
日 

◆
五
社
会 

＊
十
月
十
四
日 

◆
山
口
県
女
子
神
職
会
四
十
周
年
記
念
式
典 

＊
十
月
十
四
日 

◆
役
員
会 

＊
十
月
十
九
日 

◆
支
部
長
事
務
局
長
会
議
、
神
宮
大
麻
頒
布
始

祭
、
臨
時
協
議
員
会 

＊
十
月
二
十
日 

 

▼
教
誨
活
動
※
美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー 

 
 

◆
集
合
教
誨
男
子 

 

＊
九
月
十
二
日
、
十
月
三
十
一
日 

 

◆
釈
放
前
指
導 

＊
九
月
二
十
日 

▼
自
治
会
、
学
校
関
係
、
そ
の
他 

 
 

◆
迫
町
自
治
会
役
員
会 

＊
九
月
十
五
日 

 
 

◆
関
門
い
さ
な
く
ら
ぶ 

＊
十
月
一
日 

 
 

◆
し
も
の
せ
き
木
鶏
ク
ラ
ブ 

＊
十
月
三
日 


